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第Ⅰ章 砂川市の概況と特性

１．市の概要

（１） 位置・地理・地形

砂川市は北海道のほぼ中央に位置し、東は夕張山系を境に赤平市、歌志内市、上砂川町に隣

接した丘陵地帯が続き、西は石狩川を挟んで新十津川町、浦臼町に、北は空知川を挟んで滝川

市、そして南は奈井江町に隣接した平地地帯が広がっています。 その市域は、東西に約 10.5km、

南北に約 12.7km、総面積は 78.69 ㎢あり、市街中心部は平地地帯で南北に細長く展開し、中央に

は国道 12 号のほか、JR 函館本線や道央自動車道がそれぞれ縦貫しており、豊かな緑と水に囲

まれた商工農のバランスがとれたまちです。

（２） 気 候

砂川市の気候は、石狩川流域の平坦部からなっているため、全体的にみると内陸性気候で、

夏冬の寒暖の差が大きく、夏季の降雨量と冬季の降雪量が多くなっています。

（３） 沿 革

  砂川市の歴史は、明治 19 年から行われた旭川までの道路開削が始まりで、明治 23 年に奈江

村として開基し、その後明治 30 年に歌志内を分村後、明治 36 年に砂川村と改称、大正 12 年に

町制が施行されました。以後、昭和 19 年の奈井江分村、昭和 24 年の上砂川分町を経て、昭和 33

年に北海道で 26 番目の市として市制を施行しています。

  昭和 49 年に緑化都市宣言を行い、さらに同 59 年には環境庁から道内初のアメニティ・タウン

（快適環境都市）の指定を受けました。 以降、アメニティ・タウン構想を軸に「公園の中に都市があ

る、美しいまちづくり」を推進し、市民一人あたりの都市公園面積は 202.84 平方メートル（平成 24

年 3 月現在）と日本一を誇っています。

  近年は、国道 12 号沿いの菓子店を中心に「スイートロード」と称したお菓子によるまちおこしが

進められています。また、中空知 2 次医療圏の地域センター病院である市立病院を改築し平成 22

年には新病院が開院するなど、安心して医療が受けられ、快適で住みやすいまちとして発展し続

けています。
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２．健康に関する概況

表１ 社会保障の視点で見た砂川市の特徴

                            北海道と比較して課題となるもの

割合 割合 割合

総人口 - - -

0歳～14歳 13.2% 11.9% 11.3%

15歳～64歳 63.8% 63.2% 57.6%

65歳以上 23.0% 24.7% 31.1%

(再掲)75歳以上 11.1% 12.2% 16.1%

男　性 98 位

女　性 46 位

死亡率
(10万対)

死亡率
(10万対)

死亡率
(10万対)

１位 279.7 324.8 409.2

２位 149.8 162.6 222.7

３位 97.7 96.3 129.5

４位 94.1 96.2 98.4

５位 35.9 30.3 51.8

自殺 23.4 26.2 15.6

14.7% 15.7% 14.0%

男  性 18.9% 19.1% 18.0%

H22年人口動態調査 女  性 10.0% 11.7% 10.0%

16.9% 17.7% 15.4%

0.36% 0.36% 0.39%

１人あたり １人あたり １人あたり

229 219 204

全道

112

H22年度後期高齢者

医療事業状況報告
位

割合 割合 割合

ー - -

(再掲)　前期高齢者 31.3% 33.0% 42.9%

(再掲)　70歳以上 16.5% 22.3%

一般 94.4% 94.7% 92.5%

退職 5.6% 5.3% 7.5%

加入率（年度末） 28.00% 27.4%

１人あたり １人あたり 医療費 １人あたり 全道

299 342 2,006,365 392 25位

(再掲)　前期高齢者 516 1,063,339 484 -

(再掲)　70歳以上 600 606,396 531 -

一般 （千円） 295 337 1,866,777 394 20位

退職 （千円） 375 436 139,587 365 113位

人工透析患者
H23年度末

2.320 2.632 3.778

自立支援医療（更生医

療）意見書より 41.7%

1,410,049 1,952,063 15.3 110,312 159,542 28.8 217 302 16.10

79.40

受診率 受診者数 受診率 全国順位 受診者数 受診率 全道順位

32.0% 218,140 22.6% 45位 1,260 35 % 60 位

実施率 終了者数 実施率 全国順位 終了者数 実施率 全道順位

20.8% 8,533 20.9% 17位 117 69.2 % 16 位

110,065 人

77.9

砂川市

79,374 人 382 人

人数 人数 人数

16,803,444 657,312 2,147

128,057,352 5,506,419 19,056

29,245,685 1,358,068 5,932

81,031,800 3,482,169 10,977

6位

老衰

22 人

86.2

原因

不慮の事故 不慮の事故

脳血管疾患 脳血管疾患 脳血管疾患

肺炎

心疾患

人数 人数

714,268,239

1,070,584 934,278
全国
34位

667,265人 3,169人

2,960,727

670,118

5,696 人

176,549 人

6位

8,690 人 34 人

245,769人 943人

56,584 人 2,994 人 12 人

5,062,234人

3,073

悪性新生物 悪性新生物 悪性新生物

85.8 85.8

H22年度人口動態

注意:市町村データは

H２２年度版

地域保健情報年報

H21年度死亡

心疾患 心疾患

148,716,172

1,997,442 人

死亡原因 原因

１

医療費
514,984,785

医療費

35,849,071 人 1,506,331 人

平均寿命
厚生労働省

(H17年)

78.8 78.3

7位

肺炎 肺炎

14,072,210

給付費

1,217,519

480,374,599

項　　　目 全国 北海道

4

早世予防からみた
死亡(64歳以下)

合  計

死亡原因

5

認定者数（Ｈ22年度末）

1号認定者数／１号被保険者

に対する割合

H22年度

介護保険事業状況報告

2号認定者数／

2号人口に対する割合

人口構成

H22年

国勢調査

2

3

死亡
（主な死因年次推移分

類）

256,895,211

5,120 人

1,426,957 人

後期高齢者医療
加入者（年度平均） 14,059,915 人

１人あたり医療費（円） 904,795

12,721,335,977医療費総額（千円）

10,730,826,914

医療費総額
（千円）

医療費

11,222,279 人 497,459 人 2,197 人

4,738 人

247,804 人 1,141 人

給付費

介護保険

給付費

4,907,439人 238,801人

6

6,663,722,854 296,109,294

第１号被保険者分
介護給付費
（単位：千円）

154,795人 6,968人

918人

25人

9,981,583,067

749,243,846

33,851,629 人

人数

7

国保
被保険者数

平成22年度

国民健康保険事業年報

平成22年度

国民健康保険事業年報
34,610,186

糖尿病性腎症/割合 30人

９
生活保護

H22年度

（年度平均）

保護世帯/保護人員/保護率（‰）

医療扶助率

10

特定健診
特定保健指導

特定健診

H22年度

特定健診・特定保健指導

実施結果集計表
特定保健指導

終了者数

198,778人

受診者数

7,169,761人

８

透析患者数/人口千対 14,493人 72人297,126人
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（１）人口構成

   砂川市の人口構成を全国、全道と比較すると、65 歳以上の高齢化率及び 75 歳以上の後期高

齢化率は、いずれも全国や全道より高くなっています。（表１）

砂川市の人口(国勢調査)は、平成 17 年には 20,068 人でしたが、平成 22 年には 19,056 人とな

り減少傾向にあります。

  人口構成は、64 歳以下人口が平成 17 年から平成 22 年までの 5 年間に、1,328 人減少してい

るのに対して、65 歳以上人口は、316 人増加しています。

  高齢化率は、平成 17 年には 28.0%でしたが、平成 22 年には 31.1%となり、全国(23.0%)や全道

(24.7%)に比べて高齢化率が高くなっています。

生産年齢人口(15 歳～64 歳)・年少人口(0 歳～14 歳)ともに総人口に占める割合が減少傾向に

あり、少子高齢化が進行しているとともに今後はさらにその傾向が強まると予測されます。（図１）

資料 ：平成 12 年、平成 17 年、平成 22 年 国勢調査

   平成 27 年、平成 32 年、平成 37 年 国立社会保障・人口問題研究所「日本の市町村別将来推計人口」（平成 20 年 12 月推計）

   人口推計では、四捨五入の関係で合計が総数に合致しないことがあります。

2,696人 2,412人 2,147人 1,838人 1,542人 14歳以下

1,338人

5,536人
4,894人

4,444人
3,908人

3,538人 15～39歳

3,141人

7,868人

7,146人

6,533人

5,542人

4,880人
40～64歳

4,472人

2,952人

3,032人
2,859人

3,010人

2,892人

65～74歳

2,280人

2,020人

2,584人

3,073人
3,523人

3,715人

75歳以上

4,013人

23.6%

28.0%

31.1%

36.7%

39.9%

高齢化率

41.3%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

0人

5,000人

10,000人

15,000人

20,000人

25,000人

平成12年

国勢調査

平成17年

国勢調査

平成22年

国勢調査

平成27年

将来推計人口

平成32年

将来推計人口

平成37年

将来推計人口

人口の推移と推計(平成20年12月推計)

図１ 人口の推移と推計

人口

15,244 人

17,823 人

16,567 人

19,056 人

20,068 人

210,72 人

平成 22 年高齢化率

全国 23.0％

全道 24.7％
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（２）死亡

   砂川市の平均寿命は、全国・全道と比較すると男性は短く、女性は長い状況です。（表２）

    表２ 平均寿命                        （厚生労働省 平成 17 年末）

     

   平成 21 年の砂川市の主要死因を全国・全道と比較すると、悪性新生物、心疾患、脳血管疾患

の死亡率が何れも全国・全道よりも高くなっています。（表３）

    表３ 主な死因        （全国北海道平成 22 年度人口動態 市地域保健情報年報平成 21 年度分）

   

主要死因の 5 年間の変化をみると、悪性新生物が第１位で推移しており全死亡の約３割を占

めています。第 2 位は平成１８年以降は心疾患であり増加傾向にあります。脳血管疾患は横ば

いの状況です。（表４）

表４ 砂川市の主要死因の変化

   

前計画の目的であった早世（64 歳以下）死亡の減少について、平成 17 年からの変化をみると、

男性は実数・割合とも横ばいで経過しており、女性は若干減少傾向にあります。（表５）

表５ 早世死亡（64 歳以下）の状況         （全死亡に占める 64 歳以下の死亡割合）

  

77.9歳 98位

86.2歳 46位女性 85.8歳 85.8歳

全国 北海道 砂川市（道内順位）

男性 78.8歳 78.3歳

死亡原因
死亡率

（10万対）
死亡原因

死亡率
（10万対）

死亡原因
死亡率

（10万対）

悪性新生物 279.7 悪性新生物 324.8 悪性新生物 409.2

心疾患 149.8 心疾患 162.6 心疾患 222.7

脳血管疾患 97.7 脳血管疾患 96.3 脳血管疾患 129.5

肺炎 94.1 肺炎 96.2 肺炎 98.4

老衰 35.9 不慮の事故 30.3 不慮の事故 51.8

2位

3位

4位

5位

砂川市

1位

全国 北海道

年　次 平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 平成２１年

総数 216人 202人 222人 239人 237人

原因　　　　（10万対） 原因　　　　（10万対） 原因　　　　（10万対） 原因　　　　（10万対） 原因　　　　（10万対）

悪性新 生物 悪 性新 生物 悪性 新生 物 悪性新 生物 悪 性新 生物

71人　　　　（353.0） 59人　　　　（295.8） 89人　　　　（451.8） 82人　　　　（420.1） 79人　　　　（409.2）

脳血管 疾患 心 疾患 心疾 患 心疾患 心 疾患

28人　　　　（139.2） 37人　　　　（185.5） 31人　　　　（157.4） 31人　　　　（158.8） 43人　　　　（222.7）

心疾患 脳 血管 疾患 脳血 管疾 患 脳血管 疾患 脳 血管 疾患

24人　　　　（119.3） 22人　　　　（110.3） 27人　　　　（137.1） 31人　　　　（158.8） 25人　　　　（129.5）

肺炎 肺 炎 肺炎 肺炎 肺 炎

22人　　　　（109.4） 18人　　　　　（90.2） 17人　　　　　（86.3） 21人　　　　（107.6） 19人　　　　　（98.4）

不慮の 事故 自 殺 不慮 の事 故 不慮の 事故 不 慮の 事故

7人　　　　　（34.8） 9人　　　　　（45.1） 7人　　　　　（35.5） 10人　　　　　（51.2） 10人　　　　　（51.8）

第6 位 第 5位 第7 位 第9 位 第 6位

5人　　　　　（24.9） 9人　　　　　（45.1） 4人　　　　　（20.3） 2人　　　　　（10.2） 3人　　　　　（15.5）
自殺

第１位

第２位

第４位

第５位

第３位

全国 北海道

平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成22年 平成22年

22人 22人 27人 20人 26人 22人 110,065人 5,696人

19.3% 17.5% 20.5% 14.9% 19.5% 18.0% 18.9% 19.1%

14人 6人 9人 10人 11人 12人 56,584人 2994人

13.7% 7.9% 10.0% 9.5% 10.6% 10.0% 10.0% 11.7%

砂川市

男性

女性
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（３）介護保険

   砂川市の介護保険の認定率は、第 1 号被保険者(65 歳以上）は 15.4％で全国・全道より低くな

っていますが、第 2 号被保険者（64 歳以下）の認定率は 0.39％と全国・全道より高くなっていま

す。

第 1 号被保険者の 1 人あたりの介護給付費は、全国・全道より低く、第 5 期介護保険料月額も

全国・全道より低くなっています。（表６）

表６ 介護保険の状況         （平成 22 年度介護保険事業報告  保険料は平成 24～26 年度）

平成 23 年 3 月末の要介護（支援）認定者数は、943 人であり、平成 19 年 3 月末の 847 人と比

べて、96 人、11.3%増加しており、介護給付費も 10.8 億円から 13.9 億円へと、3.1 億円、28.7%増加

しています。（図２）

     

16.9% 17.7% 15.4%

29.9% 30.7% 26.3%

4.3% 4.7% 2.9%

0.36% 0.36% 0.39%

１人あたり １人あたり 1人あたり

229 219 204

6,968人 25人

再）65－74歳（％）

4,972 円 4,631 円 4,400円

641,101人 32,190人 80人

第2号認定率 154,795人

全国 北海道 砂川市

再）75歳以上（％）

第1号認定率 4,907,439人 238,801人 918人

4,266,338人 206,611人 838人

第5期保険料（月額）

介護給付費（千円）
（第1号被保険者分）

給付費 給付費 給付費

6,663,722,854 296,109,294 1,217,519

95 111 112 116 115
89 78 76 102 111
100 125 133 99 94
105

135 125 112 102

168
186 218 224 248

290
268 267 279 273

14.2
14.9 15.2 15.3 15.5

0

2

4

6

8

10

12

14

16

0

200

400

600

800

1000

1200

H18年度 H19年度 H20年度 H21年度 H22年度

要支援

要介護1
要介護2
要介護3
要介護4
要介護5
認定率

図２ 要介護（支援）認定者数及び介護給付費の推移

847人

903人
931人 932人 943人10.8億円

12.0億円
13.0億円 13.3億円

13.9億円

（人） （％）
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要介護（支援）認定を受けた人の状況をみると砂川市では、第 1 号被保険者・第 2 号被保険者何

れも全国・全道に比べて要支援 1～要介護 2 の軽度の認定者の割合が高くなっています。（表７）

                                                    

第 2 号被保険者の認定者数は、介護保険導入時 15 人であったものが年々上昇し、平成 19 年度

の32人をピークに、徐々に減少しています。介護認定に至った原因疾患を平成22年度の認定者で

みてみると、68.0％が脳血管疾患によるものでした。（図３）

40 歳前からの健康管理が重要となります。

5,062,234人 100% 245,769人 100% 943人 100%

要支援１～要介護２ 3,043,720人 60.1% 157,549人 64.1% 605人 64.2%

要介護３～５ 1,863,719人 36.8% 81,252人 33.1% 313人 33.2%

要支援１～要介護２ 91,373人 1.8% 4,438人 1.8% 18人 1.9%

要介護３～５ 63,422人 1.3% 2,530人 1.0% 7人 0.7%

砂川市

認定者総数

第1号被
保険者

第2号被
保険者

全国 北海道

68.0%69.2%66.7%62.5%

0

5

10

15

20

25

30

35

H19年度 H20年度 H21年度 H22年度

脳卒中 認知症 糖尿病 その他

人
数

H19年度 H20年度 H21年度 H22年度
Ａ　認定者数 32 30 26 25
Ｂ　脳卒中 20 20 18 17
割合（Ｂ／Ａ） 62.5% 66.7% 69.2% 68.0%
認知症 1 3 2 3
糖尿病 0 1 1 1
その他 11 6 5 4
新規認定者数 5 2 3 1

表７ 要介護（要支援）度別認定者数                  （平成 22 年度末現在）

図３ 第 2 号被保険者要介護（支援）認定者数の推移と原因疾患
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（４）介護保険からみた健康寿命

介護認定者の年代別認定状況をみると、高齢になるにつれ認定率は上がり、介護度 3～5 の

重度の占める割合も増えていきます。

砂川市は 80 歳を境に認定率が大幅に上昇し、85 歳を過ぎると約半数の方が要介護状態とな

っている状況で、比較的健康な期間が長いといえます。

今後、さらに健康寿命を延伸するためには、第 2 号被保険者及び前期高齢者の認定者を減ら

す取り組みが重要となります。（図４）

平成21年3月31日時点の要介護認定状況

人
人
％

男 歳
女 歳

※平均寿命は平成17年

認定率

　　介護度３～５の割合

2号

40～64歳
1号

計
65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90～94歳 95～99歳 100歳～

a 人数 6,520 5,616 1,531 1,469 1,256 581 507 211 53 8

b 人数 30 901 33 73 152 211 239 136 50 7

b/a 割合 0.46% 16.0% 2.2% 5.0% 12.1% 36.3% 47.1% 64.5% 94.3% 87.5%

e 人数 10 257 9 29 48 69 67 29 6 0

e/a 割合 0.15% 4.6% 0.6% 2.0% 3.8% 11.9% 13.2% 13.7% 11.3% 0.0%

ｈ 人数 15 328 12 20 59 80 90 49 17 1

ｈ/a 割合 0.23% 5.8% 0.8% 1.4% 4.7% 13.8% 17.8% 23.2% 32.1% 12.5%

l 人数 5 316 12 24 45 62 82 58 27 6

l/a 割合 0.08% 5.6% 0.8% 1.6% 3.6% 10.7% 16.2% 27.5% 50.9% 75.0%

総人口 19,349
65歳以上人口 5,917
高齢化率 30.6

86.2

グラフの見方

1号

被保険者数
※2号は40～64歳

年  齢  階  級

平均寿命
77.9

認定者数

認定率

要
介

護

1・2

小計
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小計
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援
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図４ 介護保険認定者の年代別認定状況
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（５）後期高齢者医療

   砂川市の後期高齢者の一人あたりの医療費は、北海道よりは低くなっていますが、全国と比

較するとまだ高い状況が続いています。（表８）

高齢期になっても、健康障害を起こさないために、早期からの予防活動の推進が重要です。

（６） 国民健康保険

   平成 22年度の砂川市の国民健康保険加入者は 5,120 人で、年度末加入率は 26.9％と全国や

全道と比較して低くなっています。退職により、国民健康保険以外から国民健康保険に加入する

割合が 7.5％とやや高めです。（表９）

     国民健康保険以外の保険加入時の保健指導の結果が退職医療に影響してきます。

加入者のうち、前期高齢者(64～75 歳未満)が占める割合は 42.9％と高く、さらに 70～75 歳未

満の占める割合が 22.3％であり、今後は、高齢化の進展によりさらにその傾向が強まると予測さ

れます。（表９）

加入者のうち高齢者の占める割合が多いことから、一般一人あたりの医療費は、39 万 4 千円

と全国・全道より高くなっていますが、年齢別に比較すると前期高齢者(64～75 歳未満)の一人あ

たり医療費は、全道平均より 3 万 2 千円安くなっています。（表９）

一般的に高齢になるほど、受療率は高くなり、医療費も増大するため、予防可能な生活習慣

病の発症予防と重症化予防に努める必要があります。

1 福岡県 1,018,681 福岡県 1,146,623

2 北海道 999,043 高知県 1,084,142

3 高知県 965,946 北海道 1,070,441

　　　北海道との差－１４万円

17 砂川市 855,577

19 ★全国 826,843 砂川市 934,278

　　　全国との差＋３万円

21 ★全国 904,795

49 長野県 678,531 岩手県 730,269

１人あたり後期高齢者医療費

平成１７年度

１人あたり
老人療養諸費費用額

平成２２年度

順位

表８ 一人あたり医療費の状況
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  表９ 国民健康保険の状況                             （平成 22 年度）

  

（７）高齢者の医療の確保に関する法律に基づく医療保険者による特定健康診査等

① 国民健康保険加入者の健康診査

   生活習慣病の発症予防、重症化予防の最も重要な取り組みである、医療保険者による特定

健康診査・特定保健指導は、砂川市国民健康保険の場合、平成 22 年度の法定報告で、受診率

35.0%、保健指導実施率 69.2％と、全国や全道よりは高くなっていますが、受診率については、目

標の 65％には達していません。（表 10）

  表 10 国民健康保険特定健康診査・特定保健指導状況       （平成 22 年度法定報告分）

   

また、砂川市では、高齢者の医療の確保に関する法律で努力義務である 35 歳から 39 歳まで

の国保加入者にも健康診査を実施してきたところですが、受診率は低率となっています。（図５）

割合 割合 割合

ー - -

(再掲)　前期高齢者 31.3% 33.0% 42.9%

(再掲)　70～75歳未満 16.5% 22.3%

一般 94.4% 94.7% 92.5%

退職 5.6% 5.3% 7.5%

28.00% 27.4% 26.9%

１人あたり １人あたり １人あたり

299 342 392

(再掲)　前期高齢者 516 484

(再掲)　70～75歳未満 600 531

一般 295 337 394

退職 375 436 365

256,895,211 1,063,339

148,716,172 606,396

加入率（年度末）

480,374,599 1,866,777

749,243,846 34,610,186 139,587

9,981,583,067

医療費総額

（千円）

医療費 医療費 医療費

10,730,826,914 514,984,785 2,006,365

35,849,071 人 1,506,331 人 5,120 人
国保加入者

1,997,442 人 79,374 人 382 人

11,222,279 人 497,459 人 2,197 人

247,804 人 1,141 人

33,851,629 人 1,426,957 人 4,738 人

人数 人数

全国 北海道 砂川市

人数

受診率 受診者数 受診率 全国順位 受診者数 受診率 全道順位

32.0% 218,140 22.6% 45位/47 1,260 35 % 60位/179

実施率 終了者数 実施率 全国順位 終了者数 実施率 全道順位

20.8% 8,533 20.9% 17位/47 117 69.2 % 16位/179

特定健診
受診者数

7,169,761人

全国

特定保健指導
終了者数

198,778人

北海道 砂川市
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図５ 砂川市の特定健康診査・健康診査受診者数（平成２３年度）

   

  特定健康診査の受診回数別の結果を見てみると、初めての受診者は、全ての健診データにお

いて、継続受診者より悪い状態です。（表 11）

現在の受診率は 35％前後に過ぎず、まだまだ地域に重症化予防の対象者が潜在していることも

考えられますので、受診率を高めていく方策が必要となります。   

表 11 平成 23 年度 特定健康診査受診者の受診回数別有所見状況

特定健康診査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考　人口は平成２４年３月３１日現在、健診対象数及び健診受診者数は平成23年度特定健康診査

健康診査（国保被保険者分）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考　人口は平成２４年３月３１日現在、国保被保険者数は平成２４年３月３０現在、健診受診者数は平成23年度健康診査

健診受診者 9

４０～７４歳
731

2,002健診対象者
32.5% 女性 ４０～７４歳

10.0%
国保被保険者 105 国保被保険者 90

36.5%
健診受診者

健診対象者

8.6% 女性
健診受診者 9

男性

1,519

494 健診受診者

男性 ３５～３９歳 ３５～３９歳

0 500 1000 1500 2000

３５～３９歳

４０～４４歳

４５～４９歳

５０～５４歳

５５～５９歳

６０～６４歳

６５～６９歳

７０～７４歳

健診受診者数

健診対象数

総人口

050010001500

３５～３９歳

４０～４４歳

４５～４９歳

５０～５４歳

５５～５９歳

６０～６４歳

６５～６９歳

７０～７４歳

1,225 人 100.0% 1,011 人 82.5% 214 人 17.5%

基準値 割合 割合 割合

25以上 312 人 25.5% 246 人 24.3% 66 人 30.8%

85or90以上 368 人 30.0% 304 人 30.1% 64 人 29.9%

400以上 9 人 0.7% 4 人 0.4% 5 人 2.3%

34以下 9 人 0.7% 5 人 0.5% 4 人 1.9%

空腹時血糖 126以上 ー ー ー ー ー ー

HbA1c 6.5以上 45 人 3.7% 30 人 3.0% 15 人 7.0%

収縮期 160以上 142 人 11.6% 110 人 10.9% 32 人 15.0%

拡張期 100以上 23 人 1.9% 16 人 1.6% 7 人 3.3%

計 152 人 12.4% 118 人 11.7% 34 人 15.9%

160以上 134 人 10.9% 108 人 10.7% 26 人 12.1%

2＋以上 9 人 0.7% 7 人 0.7% 2 人 0.9%

50or40未満 33 人 2.7% 27 人 2.7% 6 人 2.8%

9.0以上 5 人 0.4% 3 人 0.3% 2 人 0.9%

　　　　＊空腹時血糖・HbA1c・eGFR・尿酸については検査実施者数が異なる場合、検査実施者数を分母に割合を算出（あなみツール）

受診者数

項目 人数 人数

その他の動脈硬化危険因子 LDLコレステロール

腎機能

尿蛋白

eGFR

尿酸

全体
継続受診者

過去に1回以上受診がある者

H23年度

初めて受診者

血

糖

血管を

傷つける

血

圧

人数

身体の大きさ
BMI

腹囲

血管が傷む

（動脈硬化

の

危険因子）

内臓脂肪
中性脂肪

HDLコレステロール

インスリン

抵抗性

受診勧奨値のうちガイドラインを踏まえた受診勧奨対象者
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平成 22 年度の国民健康保険特定健康診査（特定健診）受診者（40～74 歳）の有所見状況を、北

海道及び道内 34 市と比較すると、砂川市は、メタボリックシンドローム予備群及び収縮期血圧、腎

疾患に関係する尿酸・クレアチニンの有所見者の割合が全道平均よりも高くなっています。

また、全道平均よりは下回ってはいるもののＨｂＡ１ｃ（49.0％）・ＬＤＬコレステロール（52.2％）の有

所見率が高率となっています。（表 12）

特定保健指導によりメタボリックシンドローム予備群を減少させるための対策を強化するとともに、

肥満の有無にかかわらず個々のリスクを評価した上で必要な保健指導を実施することが大切で

す。

砂川市では平成 20 年度から特定保健指導と合わせて、糖尿病等の生活習慣病の発症予防・重

症化予防のために、特定保健指導の対象とならない方を含む特定健診受診者全てを対象に、学習

教材を用いて保健指導を実施していますが、引き続き全ての受診者への保健指導を充実させるこ

とが必要です。

② 国民健康保険加入者以外の健康診査

「国民の健康の増進の総合的な推進を図るための基本的な方針」においては、各保険者は、

質の高い保健サービスを効果的かつ継続的に提供するため、特定健診・特定保健指導、がん

検診、労働者を対象とした健康診断等の徹底や地域・職域推進協議会等が中心となり、共同

事業の実施等保健事業者相互の連携を図ることが必要といわれています。

砂川市においては、後期高齢者健康診査の受託や無保険者健康診査、年度途中で保険が切

り替わった方への健康診査に取り組んでおり、平成23 年度は、後期高齢者 166 人、無保険者

2 人、年度途中の国保加入・喪失者 32人が健康診査を受けています。

しかしながら、その他の被用者保険被扶養者等の健康診査の実施状況が不明であり、今後

は市民全体の健康診査等の実態把握に努めていくことが必要です。
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保険者 人数 割合 保険者 人数 割合 保険者 人数 割合 保険者 人数 割合 保険者 人数 割合 保険者 人数 割合 保険者 人数 割合 保険者 人数 割合 保険者 人数 割合 保険者 人数 割合 保険者 人数 割合 保険者 人数 割合 保険者 人数 割合

1 根室市 305 24.0 歌志内市 35 13.9 根室市 521 39.7% 根室市 547 41.7% 苫小牧市 1,919 28.4% 根室市 86 6.6% 北斗市 1,036 87.2% 滝川市 1,036 57.8% 伊達市 522 31.1% 歌志内市 26 10.4% 芦別市 454 60.9% 札幌市 6,732 11.7% 歌志内市 6 2.4%

2 室蘭市 1,135 20.6 稚内市 185 13.8 稚内市 503 36.6% 士別市 541 31.4% 函館市 3,242 27.5% 網走市 120 6.2% 芦別市 599 80.3% 登別市 1,350 57.3% 名寄市 375 26.9% 砂川市 128 10.0% 札幌市 33,830 58.6% 北斗市 123 10.4% 室蘭市 92 1.6%

3 苫小牧市 1,330 20.1 留萌市 96 13.2 歌志内市 89 35.6% 歌志内市 78 31.2% 滝川市 437 24.4% 苫小牧市 406 6.0% 夕張市 419 80.3% 根室市 740 56.4% 紋別市 243 25.7% 夕張市 46 8.8% 帯広市 4,266 57.8% 歌志内市 20 8.0% 登別市 31 1.3%

4 登別市 450 19.4 芦別市 95 13.0 登別市 825 35.0% 稚内市 425 30.9% 北見市 1,148 23.8% 室蘭市 306 5.5% 名寄市 1,029 73.9% 室蘭市 3,143 56.2% 富良野市 480 23.9% 登別市 203 8.6% 小樽市 1,701 57.7% 根室市 100 7.6% 北広島市 38 1.3%

5 北斗市 224 19.2 札幌市 6,577 12.7 室蘭市 1,949 34.9% 美唄市 432 30.9% 室蘭市 1,294 23.1% 登別市 127 5.4% 富良野市 1,426 71.1% 赤平市 277 55.8% 根室市 309 23.6% 北広島市 249 8.4% 滝川市 1,015 56.6% 北海道 13,347 5.9% 北見市 61 1.3%

6 赤平市 90 18.4 根室市 159 12.5 美唄市 481 34.4% 網走市 592 30.4% 帯広市 1,693 22.9% 北見市 250 5.2% 美唄市 990 70.8% 砂川市 696 54.3% 函館市 2,718 23.1% 室蘭市 469 8.4% 名寄市 786 56.4% 北広島市 168 5.7% 伊達市 20 1.2%

7 網走市 346 18.2 登別市 286 12.3 留萌市 250 34.3% 室蘭市 1,691 30.2% 根室市 296 22.6% 富良野市 100 5.0% 士別市 1,189 68.9% 函館市 6,258 53.1% 登別市 542 23.0% 紋別市 79 8.4% 千歳市 1,788 55.9% 赤平市 28 5.6% 江別市 45 1.1%

8 美唄市 245 17.7 美唄市 168 12.2 芦別市 253 33.9% 赤平市 148 29.8% 登別市 525 22.3% 夕張市 26 5.0% 伊達市 1,125 67.1% 小樽市 1,562 52.9% 三笠市 64 22.8% 赤平市 41 8.3% 石狩市 915 55.7% 登別市 132 5.6% 恵庭市 20 1.1%

9 士別市 286 17.0 伊達市 195 11.8 網走市 655 33.6% 紋別市 279 29.5% 富良野市 438 21.8% 函館市 583 4.9% 根室市 855 65.2% 三笠市 147 52.3% 網走市 429 22.0% 函館市 947 8.0% 江別市 2,183 55.7% 函館市 655 5.6% 砂川市 13 1.0%

10 稚内市 225 16.8 北広島市 338 11.7 苫小牧市 2,250 33.3% 登別市 696 29.5% 小樽市 636 21.6% 伊達市 80 4.8% 紋別市 614 65.0% 苫小牧市 3,522 52.2% 釧路市 1,036 21.7% 岩見沢市 247 8.0% 釧路市 2,653 55.7% 室蘭市 293 5.2% 函館市 118 1.0%

11 歌志内市 42 16.7 砂川市 145 11.5 北広島市 934 31.7% 深川市 706 29.4% 札幌市 12,238 21.2% 美唄市 65 4.6% 網走市 1,223 62.8% 恵庭市 957 51.4% 深川市 515 21.5% 千歳市 255 8.0% 歌志内市 139 55.6% 苫小牧市 346 5.1% 芦別市 7 0.9%

12 深川市 386 16.3  北海道 24,912 11.4 夕張市 164 31.4% 北見市 1,413 29.3% 赤平市 105 21.2% 帯広市 343 4.6% 深川市 1,500 62.5% 釧路市 2,441 51.2% 室蘭市 1,195 21.4% 江別市 308 7.9% 函館市 6,543 55.5% 旭川市 613 4.8% 紋別市 8 0.8%

13 函館市 1,882 16.3 釧路市 533 11.4 赤平市 153 30.8% 苫小牧市 1,975 29.3% 旭川市 2,639 20.8% 士別市 80 4.6% 帯広市 4,594 62.2% 千歳市 1,607 50.3% 赤平市 101 20.4% 旭川市 989 7.8% 紋別市 524 55.4% 釧路市 217 4.6% 赤平市 4 0.8%

14 千歳市 510 16.2 江別市 437 11.4 恵庭市 572 30.7% 留萌市 210 28.8% 千歳市 661 20.7% 小樽市 136 4.6% 函館市 7,206 61.2% 歌志内市 125 50.0% 稚内市 275 20.0% 釧路市 367 7.7% 夕張市 289 55.4% 北見市 217 4.5% 旭川市 102 0.8%

15 恵庭市 296 16.1 網走市 214 11.3 北海道 68,632 30.2% 芦別市 212 28.4% 石狩市 336 20.5% 稚内市 63 4.6% 岩見沢市 1,714 55.6% 伊達市 831 49.6% 滝川市 353 19.7% 恵庭市 143 7.7% 旭川市 7,004 55.2% 帯広市 326 4.4% 富良野市 16 0.8%

16 北見市 749 15.9 岩見沢市 343 11.3 釧路市 1,434 30.1% 恵庭市 528 28.4% 北海道 45,651 20.1% 紋別市 43 4.6% 旭川市 7,033 55.4% 紋別市 464 49.1% 苫小牧市 1,328 19.7% 芦別市 56 7.5% 北海道 124,052 54.6% 滝川市 66 3.7% 千歳市 25 0.8%

17 留萌市 116 15.9 室蘭市 616 11.2 深川市 719 30.0% 釧路市 1,339 28.1% 恵庭市 373 20.0% 北海道 10,287 4.5% 三笠市 153 54.4% 深川市 1,174 48.9% 恵庭市 364 19.5% 士別市 127 7.4% 富良野市 1,092 54.4% 小樽市 106 3.6% 石狩市 11 0.7%

18 富良野市 310 15.8 恵庭市 199 10.9 北見市 1,436 29.8% 北海道 63,594 28.0% 深川市 479 20.0% 旭川市 542 4.3% 釧路市 2,578 54.1% 旭川市 5,954 46.9% 千歳市 624 19.5% 石狩市 116 7.1% 登別市 1,275 54.1% 深川市 82 3.4% 小樽市 18 0.6%

19 滝川市 278 15.8 滝川市 192 10.9 江別市 1,165 29.7% 帯広市 2,067 28.0% 士別市 338 19.6% 北広島市 125 4.2% 北海道 120,733 53.2% 帯広市 3,443 46.6% 北海道 44,195 19.5% 北見市 322 6.7% 三笠市 151 53.7% 恵庭市 63 3.4% 夕張市 3 0.6%

20 北広島市 455 15.7 苫小牧市 707 10.7 千歳市 938 29.3% 滝川市 492 27.5% 江別市 755 19.3% 札幌市 2,418 4.2% 赤平市 260 52.4% 北海道 105,656 46.5% 歌志内市 48 19.2% 美唄市 92 6.6% 深川市 1,288 53.7% 江別市 131 3.3% 士別市 9 0.5%

21 三笠市 43 15.5 帯広市 772 10.7 札幌市 16,781 29.1% 富良野市 543 27.1% 網走市 368 18.9% 千歳市 133 4.2% 苫小牧市 3,398 50.3% 名寄市 646 46.4% 芦別市 142 19.0% 富良野市 131 6.5% 北広島市 1,576 53.4% 三笠市 9 3.2% 美唄市 7 0.5%

22 名寄市 204 15.0 旭川市 1,333 10.5 北斗市 343 28.9% 千歳市 865 27.0% 美唄市 263 18.8% 江別市 163 4.2% 砂川市 628 49.0% 北広島市 1,360 46.1% 小樽市 558 18.9% 名寄市 86 6.2% 室蘭市 2,954 52.8% 士別市 53 3.1% 北海道 1,063 0.5%

23  北海道 32,825 15.0 石狩市 168 10.5 帯広市 2,127 28.8% 北斗市 316 26.6% 北広島市 552 18.7% 釧路市 198 4.2% 滝川市 860 48.0% 北見市 2,172 45.1% 札幌市 10,845 18.8% 滝川市 108 6.0% 岩見沢市 1,622 52.6% 美唄市 41 2.9% 名寄市 3 0.2%

24 旭川市 1,889 14.9 北見市 484 10.3 砂川市 369 28.8% 函館市 3,106 26.4% 歌志内市 46 18.4% 滝川市 74 4.1% 小樽市 1,345 45.6% 石狩市 737 44.9% 士別市 319 18.5% 北海道 9,721 4.3% 北斗市 624 52.5% 伊達市 48 2.9% 滝川市 3 0.2%

25 帯広市 1,078 14.9 深川市 242 10.2 滝川市 514 28.7% 岩見沢市 813 26.4% 紋別市 171 18.1% 恵庭市 76 4.1% 札幌市 25,921 44.9% 札幌市 25,770 44.6% 砂川市 236 18.4% 深川市 59 2.5% 稚内市 719 52.3% 網走市 53 2.7% 留萌市 1 0.1%

26 釧路市 691 14.8 名寄市 139 10.2 名寄市 399 28.6% 伊達市 427 25.5% 稚内市 245 17.8% 芦別市 30 4.0% 室蘭市 2,497 44.7% 士別市 768 44.5% 江別市 719 18.3% 伊達市 19 1.1% 砂川市 669 52.2% 富良野市 52 2.6% 深川市 2 0.1%

27 紋別市 137 14.8 千歳市 317 10.1 旭川市 3,624 28.6% 夕張市 132 25.3% 岩見沢市 531 17.2% 岩見沢市 122 4.0% 恵庭市 810 43.5% 岩見沢市 1,366 44.3% 岩見沢市 521 16.9% 稚内市 9 0.7% 伊達市 860 51.3% 紋別市 24 2.5% 苫小牧市 1 0.0%

28 夕張市 75 14.6 小樽市 274 9.5 伊達市 470 28.0% 三笠市 71 25.3% 三笠市 48 17.1% 深川市 91 3.8% 登別市 992 42.1% 富良野市 867 43.2% 夕張市 88 16.9% 根室市 5 0.4% 網走市 997 51.2% 千歳市 80 2.5% 札幌市

29 砂川市 181 14.4 夕張市 47 9.1 岩見沢市 855 27.7% 砂川市 318 24.8% 砂川市 213 16.6% 石狩市 61 3.7% 千歳市 1,326 41.5% 江別市 1,683 42.9% 旭川市 2,023 15.9% 北斗市 根室市 666 50.8% 芦別市 18 2.4% 北斗市

30 芦別市 105 14.3 函館市 1,042 9.0 函館市 3,208 27.2% 旭川市 3,133 24.7% 北斗市 195 16.4% 北斗市 44 3.7% 北見市 1,993 41.4% 北斗市 496 41.8% 北見市 752 15.6% 網走市 苫小牧市 3,425 50.7% 石狩市 36 2.2% 根室市

31 江別市 523 13.6 赤平市 43 8.8 富良野市 535 26.7% 江別市 966 24.6% 伊達市 270 16.1% 名寄市 50 3.6% 歌志内市 96 38.4% 網走市 803 41.2% 石狩市 255 15.5% 帯広市 北見市 2,423 50.3% 稚内市 30 2.2% 釧路市

32 小樽市 384 13.3 富良野市 160 8.1 石狩市 437 26.6% 小樽市 725 24.6% 芦別市 117 15.7% 砂川市 44 3.4% 石狩市 602 36.6% 美唄市 573 41.0% 北広島市 429 14.5% 三笠市 赤平市 244 49.2% 夕張市 9 1.7% 帯広市

33 札幌市 6,715 13.0 紋別市 75 8.1 紋別市 247 26.1% 札幌市 14,117 24.4% 釧路市 737 15.5% 赤平市 17 3.4% 北広島市 1,049 35.6% 稚内市 560 40.7% 帯広市 1,069 14.5% 苫小牧市 恵庭市 912 49.0% 砂川市 22 1.7% 三笠市

34 伊達市 213 12.9 北斗市 91 7.8 士別市 450 26.1% 名寄市 338 24.3% 名寄市 206 14.8% 三笠市 9 3.2% 稚内市 439 31.9% 芦別市 302 40.5% 美唄市 195 13.9% 小樽市 美唄市 680 48.6% 岩見沢市 50 1.6% 網走市

35 岩見沢市 389 12.8 士別市 113 6.7 三笠市 72 25.6% 北広島市 710 24.1% 夕張市 74 14.2% 歌志内市 7 2.8% 江別市 1,226 31.3% 夕張市 191 36.6% 北斗市 155 13.0% 札幌市 士別市 779 45.2% 名寄市 16 1.1% 稚内市

36 石狩市 186 11.6 三笠市 18 6.5 小樽市 753 25.5% 石狩市 393 23.9% 留萌市 18 2.5% 留萌市 12 1.6% 留萌市 44 6.0% 留萌市 225 30.9% 留萌市 73 10.0% 留萌市 留萌市 183 25.1% 留萌市 4 0.5% 岩見沢市

メタボリックシンドローム メタボリックシンドローム関連項目 動脈硬化危険因子 血管への影響（腎機能）

収縮期血圧
（130～）

クレアチニン
（男1.3～、女1.2～）

尿蛋白
（＋以上）

該当者
中性脂肪

（150mg／dl～）
HDL

（～39mg／dl）

未実施

未実施

腹囲
（男85㎝～、女95㎝～）

HbA1c
（5.2%～）

予備群
BMI

（25以上）

順
位

未実施

未実施

未実施

未実施

未実施

未実施

未実施

未実施

未実施

未実施

未実施

未実施

未実施

未実施

尿酸
（7.0mg／dl～）

LDL
（120mg／dl～）

拡張期血圧
（85～）

未実施

表 12 北海道 35 市の国保特定健康診査結果一覧（平成 22 年度）
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（８） 出生

  砂川市の出生率は、全国や全道よりも低く、年々減少しています。（表 13）

  

   表 13 出生数・出生率及び低出生体重児出生数・出生率            （平成 22 年度）

   

   近年、出生の時の体重が、2,500g 未満の低出生体重児については、神経学的・身体的合併症の

他、成人後に糖尿病や高血圧等の生活習慣病を発症しやすいとの報告が出されてきました。

     砂川市の低出生体重児の出生率は、全国や全道と比較して少ない状況ですが、毎年 8～11％

が低体重の状態で出生していることから、妊娠前・妊娠期の心身の健康づくりを行う必要がありま

す。（図６）

３．市の財政状況に占める社会保障費  

砂川市においては、平成 23 年度一般会計決算において、歳出の第 1 位が民生費となり、全会計

出生数・出生率 1,071,304 人 8.50 40,158 人 7.32 104 人 5.46

低出生体重児
出生数・出生率

(出生百対)
103,049 人 9.62 3,934 人 9.80 9 人 8.65
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決算での医療、介護、生活保護の社会保障費が、約 45 億円となっています（図７）

今後さらに高齢化が急速に進展する中で、いかに砂川市の社会保障費の伸び率を縮小させるか

が、大きな課題となってきます。

序章でも触れたように、疾病による負担が極めて大きな社会の中で、市民一人ひとりの健康増進

への意識と行動変容への取り組みを支援できる、質の高い保健指導が求められてきます。

歳入（一般会計）

115 億円(H23 決算 )

1 位 交付税

４８億円

2 位 市税

２１億円

3 位 国庫 支出金

１２億円

歳出（一般会計）

111 億円(H23 決算 )

1 位 民生費

２６億円

2 位 土木費

２４億円

3 位 公債費

２０億円

医療 介護 生活保護

決算

（H23）

約

２５億円

約

１５ 億円

約

５億円

一般会計

約

1.6 億円

約

２億円

約

0.6 億円

社会保障費 45 億円

図７ 砂川市の財政状況と社会保障費


